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【平成２３年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 

本研究は、半導体グレードの革新的シリコン結晶太陽電池を作製することを目的として、メゾプラズ

マ CVD システムのハード面を完成させ、予備実験としての SiHCl3を用いた高速堆積、高収率、高品質

化に向けたプラズマ制御変数の影響を調べたものである。 

また、堆積速度や堆積効率の向上のため、高速エピタキシャル成長条件の探索、Si ウエーハ基板への

オーバー成長、並びに分子動力学法やメゾプラズマ数値計算法によるナノクラスター形成過程の研究に

も着手しており、研究は概ね順調である。 

一方、国際会議では、研究成果を発表しているものの、公表論文が少ないので、研究成果公表の努力

を今後期待する。 


